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公安警察による｢全学連大会襲撃事件｣(詳細裏面

参照)への荒々しい反撃が開始されました！

全学連は｢告訴×国賠｣を通して公安警察の実態

を全社会に暴露し、京都大学を先頭に全国学生運

動の大爆発をかちとる決意です。全学連は、10年

間で｢逮捕者126人-起訴34人｣という法政大学での

学生運動弾圧のすべてをはね返しました。

公安警察こそ、安倍政権の戦争政治を遂行する

治安弾圧部隊であり、全民衆の共通の敵です。

公安警察はこれまでも学生運動や労働運動を弾

圧し、スパイ化工作などの団結破壊を仕掛けてき

ましたが、すべて破産し、｢告訴×国賠｣に致命的

打撃を受けています。闘えば勝てます！ 全学連は

｢安倍打倒！ 公安警察解体！｣の先頭で闘います！

警視庁公安部公安第一課所属の星隆夫(警視)

は、数々の学生運動･労働運動弾圧に手を染め

てきた最大の責任者だ。

星隆夫は、今年９月に都内で開かれた全学連

大会の会場前に40～50名の公安警察を配置し、

参加者に襲撃を行うよう指示を出した張本人だ

(左写真＝９月２日に現場で指揮を執る星隆夫)。

公安警察の襲撃によって参加者はケガや衣服

を破られるなど許しがたい暴行を受けた。 写真＝９月２日朝、公安警察に

衣服を引き裂かれた参加者



全学連は安倍政権の戦争政治との最先端の攻防

として、告訴･国賠闘争を最強の弁護団とともに闘

いぬきます。裁判にあたって、弁護士費用含め多

額の費用がかかります。

ぜひとも、全学連に圧倒的カンパをよろしくお

願いします！

（郵便振替）00190-0-766112

「全日本学生自治会総連合」

とは？

今年９月１日～２日に都内で開催した全学連大会

の会場前で、公安警察が参加者に対し暴力的な襲撃

行為を行った事件。公安警察は、｢参加者のメガネ

や帽子をはぎ取って奪い去る｣、｢胸倉をつかんで殴

る｣、｢地面に引き倒す｣、｢首を締め上げる｣などの

白昼公然たる暴行におよび、暴行をやめさせようと

体を張って止めた参加者たちにはそれ以上の苛烈な

暴力をふるいました。

公安警察による全学連への襲撃こそ、国家の姿で

あり、安倍政権の戦争政治そのものです。

公安警察･佐藤敦は、原告３人(作部羊平君･野地川泰介君･仲井祐二君)に暴行をふるった。９月１日朝、

会場前にタクシーで到着した作部羊平君がタクシーから降りるやいなや襲いかかり、着衣を引きはがして

羽交い絞めにした。防衛隊としてその場にいた野地川泰介君のシャツをぐいぐいと引っ張った。

９月２日の朝にも仲井祐二君の背中につかみかかるなど暴行をエスカレーションさせた。


